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◎今後予定されている
　　　イベント

図書館からのお知らせ
　１１月２日（土）の商工祭において、午前９時３０
分から午後4時まで、図書館において本のプレゼント
（リサイクル）を開催します。  ぜひ、お越しください！

今月のおすすめ本（図書館利用者からのおすすめ本です）
　・人は死なない…こんなタイトルの本を東大病院の医師

　　が書いたことに興味をそそられ、読みました。医者と

　　して数々の生死に対面し、その中で感じた精神的＝霊

　　的な「死」について、彼の体験その他を考察し、彼な

　　りに達した結論を述べています。前半は面白く、後半

　　は示唆に富む内容でありました。 

　・「泣いちゃいそうだよ」シリーズ

　　…悲しくなったり、うれしくなっ

　　たり、不安になったり。そんなた

　　くさんの「泣いちゃいそう」な思

　　いがつまったストーリーです。読

　　んでいる自分も「泣いちゃいそう」

　　になります。絵もカワイイしお話

　　もとても面白いです。小学校高学

　　年や中学生におススメします。

・第12 回
　　　東秩父写友会作品展

　      　１０月１２日（土）～１４日（祝）

 　　　　午前９時～午後４時

　主　催　東秩父写友会

　後　援　東秩父村、

　　　　　東秩父村教育委員会
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